
未来の仕事がここにある！生成 AI が「知

的財産の現場」を魔法のように変えるまで 

「知的財産」と聞くと、どんなイメージが浮かびますか？分厚い法律書、山積みの書

類、そして複雑な手続き…少し堅苦しくて、自分とは遠い世界の話だと感じているかも

しれません。 

しかし、そのイメージはもう過去のものになりつつあります。今、知的財産の最前線で

は、生成 AI という魔法の杖によって、仕事のあり方が根底から覆されようとしている

のです。 

この記事では、精密機器メーカーの雄である島津製作所の驚くべき事例をもとに、生

成 AI が知的財産の現場をどれほどダイナミックで、創造的で、未来的なフィールドに

変えているのかを、一つひとつ解き明かしていきます。この記事を読み終える頃に

は、あなたの「知財の仕事」に対するイメージは、きっと 180 度変わっているはずで

す。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

1. かつての知財部：膨大な書類と時間との戦い 

生成 AI が登場する前、知的財産の仕事はまさに「時間と忍耐」が求められる世界で

した。島津製作所の知財部を率いる阿久津好二氏は、2004 年に入社した当時をこう

振り返ります。 

「本当に神（紙）社会で、机の上には袋に入った紙の束がずっと積み上げられていま

した。」 

特許庁とのやり取り、海外への出願書類、先行技術を調べるための資料…そのすべ

てが紙ベースで管理され、担当者は膨大な書類の山に埋もれながら仕事をしていま

した。 

新しい技術への移行も簡単ではありませんでした。書類を PDF 化してペーパーレス

化を進めようとした際には、こんな抵抗もあったと言います。 



「PDF で先行文献を読むなんてありえない。『マーカーで線が引けないじゃないか』と

いう方が続出したんです。」 

このように、新しい技術に対する心理的な抵抗も乗り越えながら、少しずつ効率化が

進められてきましたが、それでも多くの業務は依然として手作業が中心で、膨大な時

間を要していました。 

この時間のかかる手作業だらけの世界が、ある技術の登場によって、根底から覆さ

れることになります。それが、生成 AI の登場でした。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

2. ゲームチェンジの到来：生成 AI がもたらした衝撃的

な成果 

島津製作所が本格的に生成 AI の活用を始めた結果、もたらされた成果は衝撃的な

ものでした。それは、単なる「業務改善」というレベルを遥かに超える、まさに「ゲーム

チェンジ」と呼ぶにふさわしい変革でした。 

具体的な数字が、そのインパクトを物語っています。むやみに AI を導入するのでは

なく、GPT のように「揺れの少ない推論」が得意なモデルや、Gemini のように「発明の

抽出」に優れたモデルなど、業務の特性に応じて最適なツールを使い分ける戦略が、

この成果を支えています。 

• 年間 1 億円以上のコスト削減： 当初は年間 8000 万円の削減を見込んでい

ましたが、外部委託費用の圧縮が進み、今では 1 億円を超えるコスト削減を

実現しています。 

• 知財部員の業務が半分に： 専門家である知財部員の業務負荷が大幅に軽

減。これにより、より戦略的で付加価値の高い仕事に集中できる時間が生ま

れました。 

• 研究開発者の工数が 9 割減： 最も大きな恩恵を受けたのは、発明者である

研究開発部門でした。これまで特許調査や書類作成に費やしていた時間が

90%も削減され、本来の業務である研究開発に専念できるようになったので

す。これは、会社全体のイノベーションを加速させる強力なエンジンとなってい

ます。 



では、具体的にどのような業務が、どのように変わったのでしょうか？魔法のような変

革の舞台裏を一つずつ見ていきましょう。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

3. 生成 AI による知財業務の変革：具体的な 4 つの事

例 

生成 AI は、知的財産に関する様々な業務を劇的に効率化しています。ここでは、特

に変革が著しい 4 つの事例をご紹介します。 

3.1. 外国出願の「翻訳」：コストのかかる専門業務から内製化へ 

特許を海外でも保護するためには、現地の言語に翻訳して出願する必要がありま

す。この翻訳業務は、専門性が高くコストもかかる悩みの種でしたが、高性能な AI モ

デル（Gemini）の登場で劇的に変わりました。専門家でない事務担当者でも、高精度

な翻訳を内製できるようになったのです。 

項目 従来の方法 AI 活用後（Gemini） 

担当者 外部の特許事務所 社内の事務担当者 

コスト 高額（特に円安で負担増） 大幅に削減 

課題 用語の揺らぎなど品質問題 高精度なモデルで品質が安定 

残る課題 - 図面の翻訳とレイアウト調整 

3.2. 特許庁との対話「中間処理」：数ヶ月のやり取りがわずか数分に 

海外の特許庁から「このままでは特許として認められません」という通知（オフィスアク

ション）が届いた際の対応は、非常に複雑で時間がかかる業務でした。 

従来は、現地代理人が内容を分析し、日本のハブ事務所が日本語コメントを付け、会

社の知財部が検討し、発明部門に確認する…という伝言ゲームのようなプロセスを経

ており、数ヶ月かかることも珍しくありませんでした。特に米国では「いつも期限ギリギ

リになったり、延長したりして、無駄な料金を払う」といった事態も発生していたので

す。 



それが今では、Google の「NotebookLM」に、特許庁からの通知と引用文献の PDF フ

ァイルを読み込ませるだけ。たったこれだけで、約 2 分後には、現地代理人以上の詳

細な分析レポートが完成します。 

この手法の賢い点は、AI に読み込ませる情報を限定することで、AI が嘘の情報（ハ

ルシネーション）を生成するリスクを極限まで抑えていることです。 

3.3. 発明の種を見つける「発明創出」：開発者の負担をゼロに近づける 

新しい発明が生まれたとき、研究開発者は「発明届出書」を作成します。しかし、この

最初のステップで多くの時間と手戻りが発生していました。 

開発者が書いた届出書は「結局、何が発明なのかわからない」というケースが頻発

し、知財部員がヒアリングと先行文献調査に数ヶ月を要していました。 

今では、AI が開発者が作成した企画書や報告書（PDF や PowerPoint）を直接読み込

みます。そして、①資料から「発明の核心」を自動で抽出・整理し、②課題や効果を明

確化、③関連する先行文献を自動調査するという一連のプロセスを、わずか 15 分程

度で完了させます。これにより、開発者の負担は劇的に減り、知財部は最初から質の

高い情報をもとに仕事を進められるようになりました。 

3.4. 特許の設計図「明細書作成」：数ヶ月の作業が数時間に 

特許出願の核となるのが、発明の内容を詳細に記した「明細書」です。これまで特許

事務所と発明者の面談日程調整などで数ヶ月かかっていたこのプロセスも、AI によっ

て革命が起きています。 

前述の「発明創出」プロセスで AI が整理した情報をインプットにすることで、数時間で

高品質な明細書のドラフトを自動生成することが可能になりました。AI が生成する明

細書は、従来技術、課題、実施例、そして特許の権利範囲を定める「請求項」までを

網羅しており、阿久津氏によれば「人間が作成したものより配慮が行き届いている部

分もある」ほどの質の高さだと言います。 

ただし、ここでも「図面」の作成は AI にとってまだ難しい課題として残っています。 

これほどの変革は、単に AI ツールを導入するだけで実現できるものではありませ

ん。島津製作所が成功した裏には、独自の「秘伝のレシピ」がありました。 



----------------------------------------------------------------------

----------  

4. 成功の秘訣：AI を使いこなすための組織的な取り組

み 

島津製作所の成功は、優れた AI ツールだけでなく、それを使いこなすための組織的

な工夫と、強い意志があったからこそ実現しました。 

4.1. 「プロンプト」はベテランの知恵が詰まった組織の資産 

プロンプトとは、AI への「指示文」のことです。島津製作所では、このプロンプト作りを

単なる作業ではなく、「ベテランの暗黙知を形式化する作業」と捉えています。 

経験豊富な専門家が無意識に行う判断プロセスを、誰にでも理解できる言葉に分解

し、プロンプトに落とし込むのです。その秘訣は、巷で言われることとは少し違いま

す。 

「最近の AI 専門家は『目的だけを伝えよ』と言いますが、我々の現場では逆です。新

入社員に教えるように、処理を一つひとつ細かく指示することで、モデルが変わっても

揺るがない安定した結果を生み出すのです。」 

こうして作られたプロンプトは、個人のスキルではなく、組織全体で共有・改良されて

いく知的資産となっています。 

4.2. 抵抗勢力や IT 部門との戦い 

新しい技術の導入には、必ずと言っていいほど組織内での障壁が伴います。「未公開

の発明情報を米国のサーバーに送るなんてとんでもない！」情報漏洩を懸念する IT

部門や法務部門からは、当初、強い反対がありました。 

これに対し、阿久津氏らは感情論ではなく、ロジックとデータで粘り強く説得を重ねま

した。OpenAI や Google が提供するサービスの強固なセキュリティ対策や、第三者機

関による認証といった客観的な事実を提示し、「これでも懸念があるなら、その理由を

具体的に説明してください」と論理的に対話を続けた結果、最終的に導入の許可を得



ることができたのです。革新は、技術的な課題だけでなく、こうした組織内での丁寧な

コミュニケーションと説得があって初めて実現します。 

AI が多くの仕事をしてくれるようになった今、知財部員の役割はどのように変わって

いくのでしょうか？未来の専門家に求められるスキルを見てみましょう。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

5. 未来の知財専門家へ：あなたに求められる新たなス

キル 

AI が単純作業や情報整理を代行してくれる時代、人間に求められる役割は大きく変

わります。これから知的財産のプロフェッショナルを目指すあなたに必要となるのは、

以下の 3 つの能力です。 

• AI の出力を「判断する能力」： AI は強力なアシスタントですが、万能ではあり

ません。AI が生成した翻訳、分析レポート、明細書ドラフトが、本当に正しいの

か、自社の事業戦略に合致しているのかを最終的に見極め、意思決定するの

は人間の重要な役割です。 

• 専門知識を「言語化する能力」： AI を使いこなすためには、自分の頭の中に

ある専門知識や判断ロジックを、AI が理解できる「プロンプト」という言葉に落

とし込むスキルが不可欠になります。これは、自分の専門性を深く理解し、そ

れを論理的に体系化する能力とも言えます。 

• AI を「活用して成長する能力」： AI は、優れた教育ツールにもなります。ベテ

ランの知恵が詰まったプロンプトを実行することで、新人は「なぜ先輩がこのよ

うな判断をしたのか」という思考プロセスを、実践を通じて高速で学ぶことがで

きます。AI を単なる道具として使うだけでなく、自らの成長の糧とする姿勢が

求められます。 

----------------------------------------------------------------------

----------  

結論：AI と共に、知的財産の未来を創造しよう 



島津製作所の事例は、生成 AI が人間の仕事を奪うのではなく、むしろ人間を面倒な

作業から解放し、より創造的で、より戦略的な仕事に集中させてくれる強力なパート

ナーであることを示しています。 

AI が出力した結果を評価し、最終的な判断を下し、戦略を立て、組織を動かす。これ

らは、人間にしかできない高度な知的労働です。 

知的財産の仕事は、もはや書類と格闘するだけの仕事ではありません。AI という相

棒と共に、企業の未来を左右するイノベーションを生み出し、守り、育てていく、非常

にエキサイティングなフロンティアへと変貌を遂げました。 

未来は、もう始まっています。あなたもこの変革の波に乗り、知的財産の未来を創造

する一人になってみませんか？ 
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